
 ※の欄は記入不要                                   科目No. 1

大学・短大名 東北大学 学部・学科 工学部・電気情報物理工学科

授業科目名 電気情報物理工学序説 担当教員名 松浦　祐司

開講期間
4/12～6/7（2か月）
1回のみの受講も可

開講曜日・時間 水曜・16:20～17:50

受入人数 10名 会場 未定

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

テキストは特にありません。参考図書などは，講義の中で紹介されます。

受講登録した方がある回の授業を欠席する場合は、必ず連絡をお願いします。

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

東北大学 工学部 電気情報物理工学科で行われている最先端の研究やその分野の最新トピックス等に
ついて知ることで、進路選択（コース選択、研究室配属、大学院進学、就職など）の参考にするとともに、
自分が希望する研究分野に進むためにはどういうことを勉強すればよいのかを把握する。

※下記の講義計画は調整中のものです。確定版の講義計画は申込みいただいた方へ後日連絡します。
第1回　4/12　電気情報物理工学科の全般的紹介
第2回　4/19　応用物理学分野（ナノテクノロジ－、超伝導材料、磁石、光機能性ガラス、基礎物性物理、等）
第3回　4/26　電気工学分野（電力ネットワーク、分散型電源、電気自動車、超電導利用、宇宙推進機、等）
第4回　5/10　通信工学分野（無線通信、光通信、画像処理、音声工学、人間と機械との対話、等）
第5回　5/17　電子工学分野（半導体デバイス、磁気記録媒体、、液晶ディスプレイ、プラズマ、電子回路、等）
第6回　5/24　バイオ・医工学分野（がん治療、生体診断、医用超音波、人工心臓、医用生体材料、等）
第7回　5/31　情報工学分野（人工知能、ビッグデータ科学、量子コンピュータ，ソフトウェア、生命情報、等）
第8回　6/7　 電気通信研究所（スピントロニクス、量子情報通信、3次元インタラクション、知能ロボット、等）



 ※の欄は記入不要                                   科目No. 2

大学・短大名 東北大学 学部・学科 工学部化学・バイオ工学科

授業科目名 工学化学概論 担当教員名 渡邊　賢

開講期間
4/12～7/26（4か月）
途中からの参加も可

開講曜日・時間 水　14:40～16:10

受入人数 無制限 会場 オンライン

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちらで
も可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

参考書：
なし（必要な資料は電子ファイルで提供）

授業の進め方
• 各先生から担当トピックの関連資料がGoogle Classroomに掲載される
• 講義日13時以降に講義動画が公開
• 原則、録画配信
• 各トピックについて講義内容に関連した小テストを実施
• 小テストの回答締め切りは、原則講義が実施された週の金曜日17時

高校で学ぶ基礎的な化学は、暗記することが多くて・・・とよく聞きます。実は、化学は暗記の学問ではありま
せん。原理を理解すれば、どの物質がどのように反応するのか予想できるし、物質が空気中を移動していく
様子や水の流れや炎の動きも全部数式で表すことができます。本学科の研究は、実際は物理や数学、電
気、情報、生物、医学、薬学など、様々な学問との組合せで行われています。是非、受講して触れてみてく
ださい。

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

Google Meetを使用

講義の目的：環境、エネルギー、物質、食糧、医療などの分野における現代社会や産業技術の諸問題を認
識し、それらに内在する化学について学ぶ。
講義の概要：人類が直面している地球レベルの様々な問題(地球温暖化、オゾン層、酸性雨など)を引き起こ
す原因となっている現象や身の回りの物質・エネルギー(空気、水、エネルギー、核、電気、高分子材料、薬
など)に対する正しい理解を化学の観点から解説し、問題解決に寄与するための方策を考える。

0 ガイダンス
1 イントロダクション:持続可能な未来のために
2 空気:分子レベルで大気・大気汚染を考える
3 オゾン層:紫外光の吸収と光がもたらす化学反応
4 地球温暖化:温室効果ガスと赤外光の吸収
5 燃焼とエネルギー:化石資源と再生可能資源
6 水の化学:分子の極性と相互作用
7 酸性雨:水溶液のpH
8 原子核と放射能:核分裂と人体への影響
9 電気エネルギー:発電と電池の化学
10 高分子材料:合成とリサイクル
11 薬と医療:分子の設計
12 社会的な問題・産業技術と学問(最新研究事例(1))
13 社会的な問題・産業技術と学問(最新研究事例(2))



 ※の欄は記入不要                                   科目No. 3

大学・短大名 東北大学 学部・学科 全学教育

授業科目名
学び合いの理論と技法

～ファシリテーション基礎
演習～

担当教員名 佐藤　智子、西塚　孝平

開講期間 10/2～2/2（ 4か月 ） 開講曜日・時間 月　16：20～17：50

受入人数 10名 会場 川内北キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

【授業の目的と概要】
この授業では、社会的な学習の本質を理解し、大学で学ぶ意味について探究する機会を提供するととも
に、学生同士で対話や議論を通した「学び合い」が効果的にできるよう、実際に活用できる「学び合い」の
技法を練習・実践します。

「学ぶ」ということばから、皆さんは、どのような活動や行為をイメージするでしょうか？
私たちは、ひとりでも学ぶことができます。特に大学では、自律的・主体的に学ぶことが求められます。し
かし、私たちは、いつも独りで学んでいるわけではありません。大学は、みんなで学び合う学習コミュニ
ティでもあります。
大学では、サークル活動や自主ゼミ、授業でのグループワークなど、学生同士の「学び合い」を経験する
機会がたくさんあります。大学院生や社会人になれば、講義型の授業はほとんどなくなり、大半が「学び
合い」の形態へとシフトしていきます。

そうは言っても、特に大学1年生の皆さんにとっては、みんなで「学び合う」とはどういうことかよく分からな
いかもしれません。あるいは、「学び合う」経験を今まであまりしてきていないと感じるかもしれません。
「学び合う」ことにどんな効果や意味があるのか、ピンと来ないという人もいると思います。

ただ単に学生が集まったというだけでは、良い「学び合い」はできません。効果的に学び合うためには、
「ファシリテーション」（＝その学びの場をデザインし、信頼関係の構築を促し、対話や議論を引き出し、論
点整理すること）を担う役割が必要です。この役割を担う人のことを、一般的に「ファシリテーター」を呼び
ます。「ファシリテーター」は、教員や特別な立場の人だけが担うものではありません。何よりも、「ファシリ
テーション」のスキルを習得すると、自分自身の思考を深めたり、発想を拡げたりすることが上手にでき
るようにもなります。この授業を通して、皆さんには実践的なファシリテーションの知識とスキルを習得し
てもらいます。

【学修の到達目標】
（１）　「学び合い」や、それを促すファシリテーションの意義を、学術的知識に依拠して理解する。
（２）　ファシリテーションに関する基本的な知識・スキルを習得する。
（３）　実際のミーティングやワークショップの場において、実践的にファシリテーションができるようにな
る。
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授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

この授業は、受講生同士の対話と議論を中心とした授業である。
毎回のグループワークへの積極的な参加を必須とする。

第1回　オリエンテーション
第2回　チームビルディング＆目標設定
第3回　思考の過程＆結果を「言語化」する意味
第4回　自らの「レジリエンス」をどう高めていくか？
第5回　マイクロアグレッションについて
第6回　情報の質を見極めるために
第7回　相手のアイディアをどう「引き出す」か？
第8-10回　プロジェクト課題①（先輩学生or教員へのインタビュー＆記事作成）
第11-13回　プロジェクト課題②（ワークショップ企画実施する）
第14-15回　全体リフレクション（レポート執筆準備＆ピアレビュー）

※ただし、受講生の皆さんの状況によって、内容や順序、回数などを調整する場合があります。
※オンライン授業と対面授業（教室での授業）を併用します。詳細はガイダンス時に説明します。

【関連ＵＲＬ】
東北大生のための学びのポータルサイト：「先輩の声」
https://ital.ihe.tohoku.ac.jp/

【授業時間外学修】
授業時間内は、皆さんが取り組む宿題をもとにしてグループワークやグループ・ディスカッションを行いま
す。毎回の授業までに、指定した様式・方法により宿題（予習・復習）に取り組むこと。

【授業へのパソコン持ち込み】
必要

【その他】
定員を30名程度とする。
受講希望者が定員を大きく超えた場合には、初週（もしくは第2週）に受講に向けた意欲や受講したい動
機等により選考し、受講者を決定する。

この授業は、話し合いを効果的かつ楽しくデザインし実行するための基本を学ぶ演習授業です。受け身
で学ぶことに退屈している高校生の皆さんは、ぜひご参加ください！
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 ※の欄は記入不要                                   科目No. 4

大学・短大名 東北大学 学部・学科 全学教育

授業科目名
SDGsと人文科学の実践

的方法と課題
担当教員名 尾崎　彰宏

開講期間 10/2～2/2（ 4か月 ） 開講曜日・時間 月　16：20～17：50

受入人数 2名 会場 川内北キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

授業の進行予定は以下の通り(あくまで予定であり、受講生を確認した上、一部変更することもありま
す）。
この授業では、学生が積極的に発言し、また報告なども行うことが求められる。報告にあたってはパワー
ポイントを使用することが望ましい。詳細はイントロダクションでおこないます(ただし、授業内容は、受講
生の関心範囲などを勘案して、柔軟に対応していきます）。

（１）イントロダクション
（２）SDGsと人文科学のアプローチ
（３）人文科学の方法によるSDGsの実践に関するサンプル研究
（４）SDGs実践のために新しき道徳の必要性について
（５）人文科学の新領域としてのSDGs
（６）～（１４）SDGsの１７の目標から受講生が選択し、その実践的なリーダとなった場合、どのような具体
的な問題に着手するのかを発表してもらい、参加者で議論する。
（１５）新たな取り組みのためのまとめ

【授業の目的と概要】
近年，SDGsがさまざまな所で話題となっている。ここでは，専門分野的な見地から，SDGsに深く関わる
研究を紹介し，それに基づき参加者が調査・発表を行い，学問のめざすべき目標，使命を考察すること
により理解を深めます。

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

【学修の到達目標】
受講生の多くは、学問とは客観的な資料やデータにもとづき、真理を明らかにするものと考えているかも
しれない。この常識は、かなり限定的なものだということをまず肝に銘じてください。真理を求めるという
いい方は、広く自然科学をモデルにして語られる実証的な学問論です。考えてみればわかることです
が、自然科学では、数字の１よりも２が大きいことは、絶対的な真理です。あるいは、「一つの点から同じ
長さの線分が動いてできた線の形を円という」ような定義は、真理です。しかし、人文科学ではそうした意
味での真理は存在しないのです。何を真理と認めるかは、考察するその人の立ち位置によってきまるも
のです。その人が生きる時代と社会に規定されている。その人が何を求めているのか、何を批判し、新し
い地平を切り開こうとしているのかによって真理の様相は変わってきます。
この授業では、SDGsを題材にして、人文科学が何の役に立つのかということを考えていきます。行動の
指針となる理念を獲得する術としてという地球規模での現代社会の課題にどのように取り組むのか議論
し、その考え方と方法を学びます。

1/2



ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

【書名①】SDGs（持続可能な開発目標）
【著者名】蟹江憲史
【出版社】中公新書
【出版年】2020

【書名②】SDGs――危機の時代の羅針盤
【著者名】南博・稲場雅紀
【出版社】岩波新書
【出版年】2020

【授業時間外学修】
授業中に指示された文献を参照すること。

【授業へのパソコン持ち込み】
課題発表を確認したり提示するのに、パソコンをもっていることが望ましい。

SDGsへの取り組みを実践的に学ぶ
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 ※の欄は記入不要                                   科目No. 5

大学・短大名 東北大学 学部・学科 全学教育

授業科目名 知的財産Ｂ 担当教員名 戸次　一夫

開講期間 10/2～2/2（ 4か月 ） 開講曜日・時間 月　16：20～17：50

受入人数 30名 会場 川内北キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

※大学の授業自体は対面ですが、高校生の方に向けてはオンラインでライブ
配信を行います。
・Google classroom
（なお、オンライン授業のためにTeamsを用いるが、アプリをインストールして
いる必要はない。）
・リアルタイム配信
（なお、予習の際には、あらかじめ用意された動画を視聴してもらう予定。）

【学修の到達目標】
企業や大学での知財管理・知財戦略において要求される基礎的な知識・技能を習得する。

【授業の目的と概要】
　本授業は、企業や大学の技術者・研究者、知財担当者・法務担当者が共通して身につけておくべき知
財管理・知財戦略に関する基礎的な知識・技能の習得を目的とする。
　本授業において履修生は、著作権その他の知財制度の概要、海外での権利化に必要な条約の基礎
知識、知財関連ライセンスの基礎、各知財専門家の役割、事業と知財戦略等について学ぶ。

　授業は対面で実施する。※高校生の方に向けてはオンラインでライブ配信を行います。
　授業の内容と進度予定は、以下のとおりである。
1. ガイダンス（授業の進め方の説明）（第1回）
2．著作権制度の概要（第1～5回）
3．知財関連条約の概要（第5～6回）
4．不正競争防止法およびその他の知財周辺法についての基礎知識（第7～8回）
5．知財関連ライセンスについての基礎知識（第9～10回）
6．各知財専門家の役割（第11～12回）
7．事業と知財戦略との関係（第13～14回。うち1回は、企業訪問に充てる予定である。）
8．近時の知財ニュース等を題材にした授業の総括（第15回）
※企業訪問の実施時期により、上記の進度予定がずれる可能性がある。

1/2



ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

【書名③】知財実務のツボとコツがゼッタイにわかる本〔第2版〕
【著者名】酒谷誠一
【出版社】秀和システム
【出版年】2021
【ISBN/ISSN】978-4798065694
【資料種別】参考書

【関連ＵＲＬ】
・特許庁『2022年度知的財産権制度入門テキスト』
https://www.jpo.go.jp/news/shinchaku/event/seminer/text/2022_nyumon.html
・文化庁『令和4年度著作権テキスト』
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/93726501.html

【授業時間外学修】
　事前に、講義動画を視聴したり、演習問題を解いたりした上で授業に臨むことが求められる（予習時間
は10時間程度を想定している。）。また、知的財産Aを履修していない者は、特許・実用新案、意匠、商標
制度の概要について、少なくとも「2．著作権制度の概要（第1～5回）」が終わるまでに学修する必要があ
る。当該学修については、録画提供等により支援する。
　授業時間内または授業時間外に2回程度、課題が課される。（時間外課題に取り組む時間は4時間程
度を想定している。）
　45時間の学習時間のうち、授業時間と、上記の予習時間と、上記の時間外課題の時間とを除いた時
間を復習に充てることが求められる。

【その他】
本授業は、知的財産管理技能検定3級（知的財産Aで取り扱う範囲を除く。）およびビジネス著作権検定
（初級）で求められる範囲をカバーする。

天然資源に乏しい我が国が経済発展を遂げるには、知的財産の適切な保護・利用が欠かせません。そ
のためのルールをしっかりと学んでいきましょう。

【書名①】知的財産管理技能検定3級公式テキスト〔改訂12版〕
【著者名】知的財産教育協会 編
【出版社】アップロード
【出版年】2021
【ISBN/ISSN】978-4909189332
【資料種別】教科書

【書名②】図録 知的財産法
【著者名】前田健=金子敏哉=青木大也 編
【出版社】弘文堂
【出版年】2021
【ISBN/ISSN】978-4335358586
【資料種別】参考書
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 ※の欄は記入不要                                   科目No. 6

大学・短大名 東北大学 学部・学科 全学教育

授業科目名 機械学習アルゴリズム概論 担当教員名 鈴木　顕

開講期間 10/2～2/2（ 4か月 ） 開講曜日・時間 月　16：20～17：50

受入人数 

無制限（教室定員の関係
で，オンラインでの受講
をお願いする場合があり
ます．）

会場 川内北キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

・Google classroom
・Google forms
・オンデマンド配信

【学修の到達目標】
機械学習には出来ることと出来ないことがあることを知る．
機械学習の結果を適切に読み解く方法を学ぶ．
機械学習のアルゴリズムを身に着けることで，より高度な機械学習の技術を習得する．

【授業の目的と概要】
目的：機械学習で使用されるアルゴリズムについて学び，理解を深める．
概要：機械学習は世界的に着目されており，既存のライブラリ等を使用すれば誰でも簡単に機械学習が
できるようになりました．では，そのライブラリの中では実際にどのような計算が行われているのでしょう
か？本授業では，機械学習をより良く利用する上で重要な，いくつかのアルゴリズムを学びます．
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授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

Google Classroomを使用します．
受講に際し，教科書の購入が必要です．

授業の実施形態：ハイブリッド
動画を視聴した後で対面授業を受ける反転授業で行います．
対面授業は，オンデマンドの動画視聴等によって出席に代える受講形態も提供します．
受講方法の詳細は授業開始日までにGoogle Classroomに掲載します．

１．機械学習とアルゴリズム
２．分類１（線形分類）
３．分類２（サポートベクターマシン）
４．回帰１（線形回帰）
５．回帰２（ロジスティック回帰）
６．分類３（決定木とランダムフォレスト）
７．分類４（MT法とk近傍法）
８．クラスタリング１（階層的手法）
９．クラスタリング２（非階層的手法）
１０．自然言語処理１（形態素解析）
１１．自然言語処理２（かな漢字変換）
１２．検証（正解率と再現率と適合率）
１３．深層学習（ニューラルネットワーク）
１４．強化学習（動的計画法とモンテカルロ法）
１５．まとめ

【書名】機械学習アルゴリズム
【著者名】鈴木顕
【出版社】共立出版
【出版年】2021
【ISBN/ISSN】978-4-320-12517-9
【資料種別】教科書

【授業時間外学修】
授業時間は限られているので，自主学習が重要になる．教科書やアップロードされる講義ノートを確認
し，予習・復習することを推奨する．また，必要に応じて宿題も課す．

【授業へのパソコン持ち込み】
対面の場合は不要

【その他】
数学・プログラミングの知識は必要ない．
授業中いつでも質問することが出来る．メールでの質問も随時受け付ける．

この授業は「『人工知能』とか『機械学習』とかよく聞くけど何だかよく分からない」という人を対象として，
機械学習の設計図ともいえる「アルゴリズム」に着目しながら，機械学習の世界全体を連れまわすことを
目的としています．人工知能の裏側ではどのような計算が行われているのかを覗いてみましょう．
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 ※の欄は記入不要                                   科目No. 7

大学・短大名 東北大学 学部・学科 全学教育

授業科目名
国際事情

(授業題目「冷戦史」)
担当教員名 竹林　修一

開講期間 10/2～2/2（ 4か月 ） 開講曜日・時間 水　16：20～17：50

受入人数 3名 会場 川内北キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

【学修の到達目標】
「授業の目的と概要」に述べた事を通じて、
・リサーチ、報告、議論の方法・技法の基礎を学ぶ。
・歴史を考える際の思考方法を身につける。
毎回、報告をしてもらい、報告に基づいてクラスでディスカッションをします。

第1回　本授業の概要、文献リサーチの方法
第2回　第二次世界大戦
第3回　アメリカとソビエトの対立
第4回—第5回　冷戦下のアメリカ社会
第6回　ヨーロッパにおける冷戦
第7回　東アジア、第三世界
第8回—第9回　1960年代
第10回　デタント（1970年代）
第11回—第15回　個人リサーチ（トピックを決めて、史料・文献調査、執筆を行い、20分の発表を行う）

【授業時間外学修】
図書館での文献リサーチ。課題文献（日本語と英語）のリーディング

【授業へのパソコン持ち込み】
必要

【その他】
授業は日本語で行います。対面授業です。

【授業の目的と概要】
冷戦史について多角的な視点でディスカッションを行う授業です。
第二次世界大戦後の冷戦期前半（1945年から1970年代始め）を中心に、歴史学的思考法を身につけま
す。主な対象国はアメリカです。
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 ※の欄は記入不要                                   科目No. 8

大学・短大名 東北大学 学部・学科 全学教育

授業科目名
文化理解

(授業題目「アメリカン・ポ
ピュラー・ミュージック」)

担当教員名 竹林　修一

開講期間 10/2～2/2（ 4か月 ） 開講曜日・時間 木　16：20～17：50

受入人数 3名 会場 川内北キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

【学修の到達目標】
「授業の目的と概要」に述べた事を通じて、
・文化的生産物を歴史的・社会的コンテキストで考察する方法を身につける

第1回　本授業の概要
第2回　19世紀、20世紀はじめ：ミンストレルほか
第3回　1920年代：ジャズ・エイジ、
第4回　ティン・パン・アレイ
第5回　ヒルビリー、レイス・レコード
第6回　スウィング
第7回　第二次世界大戦後
第8回　ロックンロール
第9回　ブリティッシュ・インヴェイジョン、フォーク・リヴァイバル
第10回　1970年代以降
第11回—第15回　個人リサーチ（トピックを決めて、史料・文献調査、執筆を行い、20分の発表を行う）

【授業時間外学修】
図書館での文献リサーチ。課題文献（日本語と英語）のリーディング。

【授業へのパソコン持ち込み】
必要

【その他】
授業は日本語で行います。対面授業です。

【授業の目的と概要】
アメリカのポピュラー・ミュージックを歴史的・社会的視点から、その生産、消費、解釈などについて、議
論します。例えば、人種関係がポピュラー・ミュージックの生産・消費・解釈にどのように作用するのか。
ジェンダー関係は？　技術と音楽生産の関係は？
毎回、報告をしてもらい、報告に基づいてクラスでディスカッションをします。
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 ※の欄は記入不要                                   科目No. 9

大学・短大名 東北大学 学部・学科 全学教育

授業科目名 物理の思想と美学 担当教員名 日笠　健一

開講期間 10/2～2/2（ 4か月 ） 開講曜日・時間 木　16：20～17：50

受入人数 10名 会場 川内北キャンパス

公開授業・公開講座の形態（①
～③から１つ選択し○をつける）

①対面のみ ②オンラインのみ
③対面・オンラインどちら
でも可

②または③の場合の具体的な
ウェブ会議ツールの名称等

授業の目標等

授業内容・計画等

ﾃｷｽﾄ･教材･参考書等

履修上の注意

高校生へのﾒｯｾｰｼﾞ等

（様式２）　　　　　　令和５年度公開授業・公開講座用シラバス

【学修の到達目標】
われわれがいかに自然界を理解できているかその到達点を知り，世界を記述する法則群の全体像を把
握する。

【授業の目的と概要】
物理学の概念，物理学的なものの考え方，世界観を，その言語としての数学とともに，その底にある美し
さの追求という観点を含めて論ずる。

予定するトピックは以下のようになる。
自然の階層と桁の話　　　　　部分と全体
万物は流転する　　　　　　　  変わらないもの
調和的世界　　　　　　　　　　 絶対と相対
常識と非常識　　　　　　　　　 連続と非連続
個性と同一性　　　　　　　　　 遍在する粒子
複雑と単純　　　　　　　　　　　自然をはかる
永遠と流転　　　　　　　　　　　幽閉と自由
縁の下の力持ち　　　　　　　　非対称な世界
時の始まりと終わり　　　　　　普遍を求めて

【授業時間外学修】
理解のためには自分で不明な点を調べ，手を動かしてみることが必須である。

【授業へのパソコン持ち込み】
対面の場合は不要
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